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外眼部感染症に対す るSY5555の 臨床的検討
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渡 辺 のり子 ・武 田 秀 利
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経口用ペネム系抗菌薬であるSY5555を 外 眼部感染症29症 例に投与 し,そ の臨床効果につい

て検討 した。薬剤投与量は1日300～600mgで,29例 中24例 が有効以上の成績 を示 し,有 効率は

82.8%で あった。起炎菌 として25株 が分離 されたが,本 剤投与により22株 が消失 し,菌 の消失

率は88.0%で あ った。副作用は軟便,下 痢 を各1例 ずつ認めた。臨床検査値ではGPTの 軽 度上

昇が1例 にみ られた。
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SY5555は わが国で(山 之内製薬株式会社,サ ン ト

リー株式会社)新 しく開発された経11用 ペネム系抗菌

薬で,好 気性,お よび嫌気性のグラム陽性菌,グ ラム

陰性菌に幅広い抗菌活性を有 し,特 に グラム陽性菌,

嫌気性菌に対 して従来の経 ロセフェム剤より優れた抗

菌力を示すといわれている1)。本剤は結膜内,涙 液内へ

の移行 も良好であ り2),各 種 の外眼部感染症への治療

効果が期待されている。今回,そ の臨床効果を検討 し

たので報告す る。

検討対象は,平 成3年10月 よ り平成4年3月 までの

6か 月間に金沢医科大学,お よび弥生病院の眼科 を受

診 し同意の得 られた32症 例であるが,3例 については

投与後の来院がなか ったため,検 討の対象より除外 し

た。解析対象29例 は男性13例,女 性16例 で,そ の年齢

は20歳 から80歳 に わたっていた。疾患の内訳は,麦 粒

腫2例,涙 嚢炎11例,結 膜炎5例,瞼 板腺炎7例,角

膜潰瘍4例 であった。SY5555は,1回100mg,150mg,

または200mgを1日3回 経口投与 した。投与期間は3

～8日 間で,総 投与量は1.2～4.8gで あ った。臨床効果

は,眼 痛,異 物感などの自覚症状,充 血,眼 分泌など

の他覚所見の改善をもって行 い,著 効,有 効,や や有

効,無 効の4段 階に判定 した。また,細 菌の分離同定,

薬 剤感受性の測定,そ の消長など細菌学的効果の検討,

副作用調査 としての血液生化学検査,上血液検査,尿 検

査 も行 った。

Table1に29症 例 の年齢 性別,疾 患名,起 炎菌,

投与方法,投 与 日数,総 投 与量,臨 床効果,細 菌学的

効果,副 作用,臨 床検査値の異常の有無を示 した。

臨床効果は22例 か有効,2例 が著効 を示 し,24例 で

その効果が確認 された(Table2)。 疾 患別の有効率 は,

麦粒腫,結 膜炎がそれぞれ1/2,2/5で あ ったが,涙 嚢

炎では10/11,瞼 板 腺炎,角 膜潰瘍ではそれぞれ7/7,

4/4の 有 効率が得られた。全症例 を通 しての有効率 は

82.8%で あ った。麦粒腫の2例 中(症 例1,2)1例

は投与3日 後に も症状改善せず無効 と判定 した。涙嚢

炎の11例(症 例3～13)で は,10例 が7日 以内に流涙,

膿 汁逆流などの症状に改善がみ られ有効 と判定した。

結膜炎の5例 中(症 例14～18)2例 は有効であったが,

3例 はやや有効程度の改善 を示 した。瞼板腺炎の7例

(症例19～25)は,全 例投与7日 以内に症状が改善 し

た。角膜潰瘍の4例(症 例26～29)で は2例 が投与4

日後に潰瘍の消失があ り著効 と判定 し,残 りの2例 で

は症状の改善が認められ有効 と判定 した。

起炎菌 として29例 中19例 よ り25株 の菌が分離 された

(分離陽性率65.5%)。 この うち22株 の菌が本剤投与後

消失 した(消 失率88.0%)(Table3)。 検 出菌の推移は,

菌 消失が16例,不 変が2例,菌 交代が1例 であった。

菌種別では,Staphylococcus epidermidisが6株 中5株

消失(消 失率5/6),Staphylococcus aureusは2株 とも

消 失 し(消 失 率2/2),嫌 気 性 菌Propionibacterium

acnesは4株 中3株 消失 した(消 失率3/4)。 この他 グラ

ム陽性菌が5株,グ ラム陰性菌が8株 同定 されたが,

Aeudomonas aeruginosaの1株 以外はすべ て消失 し

た(消 失率92.3%)。

副作用として下痢,軟 便が各1例 にみられた。本剤

投与前後で臨床検査値変動を観察できた27例 中1例 で

軽度のGPT上 昇(28か ら49へ,正 常35以 下)が み られ

た。
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Table 1. Clinical results of SY5555 treatment

* : coagulase negative Staphylococcus * * : glucose non-fermenting gram-negative rod
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Table 2. Clinical efficacy of SY5555

Table 3. Bacteriological response to SY5555

カ ル バ ペ ネ ム 系 抗 菌 薬 と して は,す で にimipenem

が 市 販 され て お り,眼 科 領 域 で も難 治 性 角 膜 感 染 症 の

治 療 に 使 用 され て い る,,そ の 後,同 系 統 の 薬 剤 と して

panipenem3),meropenem4)が 開 発 され て い る が,何 れ

も 注 射 用 製 剤 で あ る。 ペ ネ ム 系 抗 菌 薬 と し て は,

SY5555が 本 邦 で 初 め て 開 発 さ れ た 薬 剤 で あ る。 本 剤

は 経 口剤 で あ る こ と よ り投 与が 容 易 で あ り,種 々 の 外

眼 部 感 染 症 へ の 効 果 が 期 待 され る。 抗 菌 ス ペ ク トラ ム

も幅 広 く,外 眼 部 感 染 症 か らの 分 離 菌5,6)の 多 くに 本 剤

が 有 効 で あ る。 今 回 の 検 討 で も有 効 率82.8%,菌 の 消

失 率88.0%と こ れ を 支 持 す る成 績 が 得 ら れ た。 こ れ ま

で に 使 用 され て い る4種 の セ フ ェム 系 薬 剤(cefotiam

/CTM),cefteram(CFTM),cefixime(CFIX),cefa-

clor/CCL))と の 抗 菌 力 の 比 較 で は,coagulase nega-

tive Staphylococcus,S.aureus,Streptococcus

pneumoniaeに 対 し,本 剤 は 最 も高 い 感 受 性 分 布 を 示

し て い る1)。 最 近 の 眼 感 染 症 の 傾 向 と して グ ラ ム 陽 性

菌 感 染 の 比 率 か 増 加 し て い る こ と よ り6),本 剤 は よ り

有 用 な 治 療 薬 と な り得 る もの と考 え る。

副 作 用 と して 消 化 器 症 状 の2例 とGPT上 昇 の1例

を み た が,何 れ も軽 度 の もの で あ り,他 の 経 ロ セ フ ェ

ム 系 薬 剤cefditoren pivoxil(CDTR-PI)7)と 比 較 し て

も同 等 の 成 績 で あ っ た 。
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Clinical evaluation of SY5555 for infectious external eye diseases
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SY5555, a newly developed penem for oral use, was administered at  300-600 mg per day to 29 patients

with infectious external eye diseases. The clinical effect was judged as excellent in 2 cases and good in 22

cases, and the efficacy rate was 82.8%. Twenty-five strains of bacteria were isolated as causative micro-

organisms, and 22 of them were eradicated after treatment. The eradication rate was 88.0%. As side effects

of this drug, loose stool, diarrhea and a slight elevation of GPT were observed in 1 case each.


